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生涯にわたり気軽にスポーツに親
しむことをねらいとしているため
、さまざまなスポーツ教室（市関
連事業）への参加率を指標とした

早起きマラソン事業自体の成果を
測るため

・スポーツ推進委員が指導するスポーツ教室
の参加者数…スポーツ推進委員協議会総会資
料
・花巻市体育協会が主催するスポーツ教室の
延べ参加者数…体育協会事業報告
・スポーツ推進委員協議会事業報告のうちの
イベント参加者数…スポーツ推進委員協議会
事業報告書
・スポーツ指導員講座実施参加者数…スポー
ツ振興課集計
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◎前年度の評価の振り返り

前年度評価時の今後の方向性

反映状況

１ 施策の目指す姿の実現に向けた主な取組

２ 成果指標

0304 スポーツの振興 スポーツ振興課 菅原 一憲

いつでも、どこでも、いつまでも気軽にスポーツに親しみ、元気に活動しています

01 生涯スポーツの推進

いつでも、どこでも、いつまでも気軽にスポーツに親しみ、元気に活動しています。

【現状】
・運動をほとんど行っていない市民の割合が32.6％（市民アンケート）であり、依然高い傾向にあります。
・老朽化が進んでいるスポーツ施設があります。
・学校や地域の実情に応じたスポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ等を活用した事業が望まれています。
・地域でのスポーツ指導者が多忙化しており、スポーツ指導への支障が出ています。

【課題】
・市民が気軽にスポーツに親しむ機会の提供が必要です。
・利用実態に応じた施設整備や既存施設の計画的な維持管理が必要です。
・スポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ等を含めた地域主体のスポーツ活動支援が必要です。
・地域スポーツ指導者の地域での役割増大や高齢化への対応が課題となっています。

・早起きマラソンについては、現在開設している会場の世話人の方々と意見交換をしながら、無理のない範囲での継続開催を進めていく。
・スポーツ教室については、利用者のニーズを把握しながら、市体育協会との連携を図り、魅力ある教室の開催を進めていく。

・早起きマラソンについては、令和3年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により中止としたところであるが、令和4年度は感染症対策を講
じながら、各会場とも無理のない範囲での活動をお願いし開催した。
・スポーツ教室については、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、利用者ニーズを反映し、はじめてのピラティス教室や富士通所属
の髙橋英樹選手・石川周平選手を迎えてのスポーツ講演会などを開催した。

(1)生涯スポーツ活動の推進
○早起きマラソンの推進
・新型コロナウイルス感染症対策を講じながら開催した。
○多様なスポーツ教室やスポーツイベントの開催
・花巻市スポーツ推進委員協議会や花巻市体育協会が実施する多様なスポーツ教室開催に対する支援
・スノースポーツフェスティバルの開催
○地域のスポーツ指導者等の育成、派遣
・滋賀県で開催された全国スポーツ推進委員研究協議会へ5名、岩手県スポーツ推進委員協議会初任者研修会へ2名が参加したほか、市内の地
区団体からの依頼による指導へは延べ33名を派遣した。
○ニュースポーツの普及
・新型コロナウイルス感染症の影響により、花巻市民ニュースポーツ交流大会に代えて花巻市民ニュースポーツ体験会を開催した。
○スポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ等を含めた地域主体のスポーツ活動の安定経営･安定化支援
・花巻市スポーツ少年団本部事業費補助金を交付したほか、総合型地域スポーツクラブ団体への支援策の検討を行った。
○スポーツ施設の整備、維持修繕による長寿命化の推進
・公共施設マネジメント計画に基づき計画的に修繕を行った。

施策評価シート(令和4年度実績評価)



４ 施策を構成する事務事業の検証

①市民のニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストの割に成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はないか

施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか

・なし

（地域スポーツ推進事業）
早起きマラソンについては、関係者(推進運営委員会や各会場の代表者など)から意見を伺いながら継続開催に向けて検討を進める。
（地域スポーツ支援事業）
スポーツ教室については、各競技協会や専門的な知識を持った方からの意見を伺いながら内容の充実に向けて検討を進める。

・なし

新たに取り組むべき事業はないか

５ 施策の総合的な評価

課題

今後の方向性

・早起きマラソンについては、新型コロナウイルス感染症の５類移行にかかわらず、少子高齢化の影響により開催会場が減少傾向にあること
から、継続開催に向けての対応策が必要となっている。
・スポーツ教室については、内容の充実を図るなど市民が参加しやすく誰でもが参加できるような対策が必要となっている。

・早起きマラソンについては、関係者（推進運営委員会や各会場の代表者など）との意見交換を行い、地区割の見直しや会場の統合なども検
討しながら無理のない範囲での開催を推進していく。
・スポーツ教室については、市体育協会との連携を深め、継続して開催している教室の充実を図るとともに、ニーズを的確に把握し市民が参
加したいと思えるような魅力ある教室の開催を推進していく。

３ 成果指標の達成状況

達成度 達成状況に関する背景・要因

■成果指標「早起きマラソン三賞受賞率」…【達成度ｂ】
新型コロナウイルス感染症対策を講じ、各会場において無理のない範囲での活動をお願いし開催したところであるが、感染状況の
影響により、三賞の対象となる期間の参加者が少なかったことにより目標に達しなかった。
■成果指標「スポーツ教室等（市関連事業）の参加者率」…【達成度ｃ】
新型コロナウイルス感染症対策を講じスポーツ教室等を実施したところであるが、感染状況により参加者が少なかったこと、また
、スポーツ推進委員協議会が活動を自粛したことにより市民が参加できる機会が少なかったことから目標に達しなかった。C



施策を構成する事務事業一覧

No

事務事業名

010

020

事業内容(活動実績) 成果

施策への貢献度

意図対象

直結度

担当課

早起きマラソンの開催（R4参加者数：33,549人 R3参加者数：0人）
スポーツ推進委員等が指導するスポーツ教室に対する支援（R4参加者数：732人 R3参加者数：5,068人）

花巻市体育協会が主催するスポーツ教室開催支援（R4参加者数：2,656人 R3参加者数：1,916人）

C

C

一致

一致

直結

直結

A

A

地域スポーツ推進事業費

地域スポーツ支援事業費

スポ振興

スポ振興


